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創立３０周年記念事業～地域で学び 地域で就職～

 天候にも恵まれ、山尾新庄市長をはじめ来賓４０名他、高校生を含む総勢１２０名の方々を

お迎えし、厳かに、３０周年記念式典が挙行されました。創立からの様々な思い出や変遷に

触れ、これまでの努力や功績について語られたところがありました。自治会長の阿部健志君

が生徒を代表し、その想いを深く受止め、これからも輝かしい伝統を引き継ぎ地域の後継者

として頑張っていくという決意を述べました。また、式典の後、代表生徒による情報系から課

題研究の発表、介護系は実習の報告があり、大勢の皆さんの前で発表し大変自信につながりました。ご出席頂い

た皆様には衷心よりお礼を申し上げます。当日は山形新聞にも創立３０周年について大きく紹介されました。その

掲載のためにご尽力、ご支援いただいた関係各位の皆様には、心より感謝いたします。 

   課題研究発表 並びに 実習報告（代表生徒） 
No 発表者 学  科 学年 テ ー マ 概要 

1 伊 藤   瞳  介護福祉科 1年 第1段階介護実習報告 
第１段階介護実習体験で学んだことや反省、

今後の課題についての報告。 

2 沼澤 美咲  介護福祉科 2年  意欲に寄り添う支援 
実習で実践した、利用者の意欲に寄り添う支

援の介護過程から学んだ学習報告。 

3 渡部 杏菜 医療ビジネス科 1年  世界の保険制度 

日本と世界の医療保険制度や医療関連デー

タを比較し、それぞれの長所や短所から見た

考察。 

4 豊嶋 八雲 情報システム科 1年  自作パソコンのススメ 

オリジナルパソコンの作製の事前段階として、

中古のパソコンを分解/組立から、内部の仕

組みの学習とカスタマイズへの挑戦。 

5 長谷川 将 情報システム科 2年  C# de ビンゴゲーム 

応用範囲や機能性が高い、C#というプログラ

ミング言語への興味から、この言語でのビン

ゴマシンアプリケーションの開発。 

豊嶋八雲 ・・・ 当初、自分だけのオリジナルのパソコンを作るとい

う目標を立てました。各パーツの購入総計額が予想以上に高額に

なり、リスクを回避することもあり、中古パソコンの分解・組立から始

めることにしました。しかし、細かなしくみや動作原理などが理解で

き貴重な経験となりました。最初は、様々な種類の工具が必要だと

考えていましたが、ドライバーのみでできることに一番驚きました。

組立後、正常に動作するか心配でしたが、動いたときはとても感動

しました。次回は、さらにグレードアップに挑戦します。 
 

伊藤 瞳 ・・・ 初めての実習で、利用者さんの関わり方や気持ちを

理解する難しさを実感し、一人ひとりに会った介助をすることの大切

さを学びました。それを難なくスムーズに実践している介護福祉士

の方の仕事振りを見て、自分の課題やこれからの目標が明確にな

りました。11月末から始まる第二段階実習では、課題克服を意識し

て頑張ります。私たちの実習報告を聞いた高校生には、介護士の

やりがいや興味を持ってもらい、是非目指してくれたら嬉しいです。 山尾市長による講評 

沼澤美咲さん 

渡部杏菜さん 

長谷川将くん 

豊嶋八雲くん 伊藤 瞳さん 



 創立３０周年おめでとうご

ざいます。大勢のお客様を

迎えての式典、実習の成果が表れた研究発表会、手作り感

満載の学園祭、とても有意義な一日でした。今年は、校舎の

裏側のキャンパスでの開催になりました。後援会の人たちに

も、テニスコート周辺の草刈などに協力してもらいました。小

中高等学校で、引っ込み思案だった私の子は、様々な取組

に挑戦する過程で、いつの間にかリーダーシップをとれる子

に育ちました。これも先生方のご指導を初め多くの仲間に支

えられたからだと、心から感謝いたします。 

 本校では、今年から始
まった講座で、私が初め

ての受講生でした。今後の受講生のことを考えて、指導
者の校長先生と手探りの授業展開でした。授業中は疑
問があればその都度質問し、その日の内にテキストを確
認しながら復習しました。受験直前まで、問題集を繰り
返し解き理解を深めました。今年度は４８４名の応募が
ありました。緊張もあって、うっかりミスも多くありました
が、合格できて、最初の受講生として、いいスタートがき
れて嬉しく思います。（医療ビジネス科１年 渡部杏菜） 

登録販売者受験体験 

 当日は各模擬店の他、
各学科の体験コーナー

なども学校内に設置してあり、とても好評でした。この学園
祭を通して、本校の良さを地域の方々に存分にアピール
ができたと思います。副会長として、自治会の皆さんに適
切な指示ができるように心がけるなど、慣れないことで戸
惑うことも多かったのですが、周りの方のサポートのおか
げで無事にやりきることができました。達成感もあり、よい
経験となりました。 
 最後になりますが、学生の皆さんはもちろんのこと、後援会の

皆さんによる早朝の環境整備や先生方のアドバイスなど、ご支

援やご指導をいただき、無事に成功を収めることができました。

本当にありがとうございました。 

小屋飛鳥自治会副会長 

小屋直幸後援会長 

 学生や保護者の模擬店は、皆さんによる環境整備によっ

て、きれいになったキャンパス（校舎裏）で行いました。 

学生による模擬店 

自治会長あいさつ 新しい看板 
卓球大会 

オープンキャンパス 保護者による振る舞い餅と焼きそば 

カードゲーム 

仮装から 

 


